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トラットリア ノリータ 
（イタリアン）

中野区中野3-34-28 中野マルイ5階 
☎03-6382-6331
10%OFF（他の割引と併用不可)。

中野三宝庵（そば、うどん）

中野区中野3-34-28 中野マルイ5階 
☎03-5328-2575
ソフトドリンクサービス(オレンジ、
グレープフルーツ、ウーロン茶)。

06  スペース・カスタマーサロン
中野区中野5-68-9 2階　☎03-5345-7081
コミュニティスペース（地域への開放スペース）をご自由にお使いください。（iPad
を設けたカウンター、多目的・大人数でのミーティング、ゼミとしての活用可能
なフレキシブルテーブルを備えています）大人数の場合は事前にご連絡を
※会員向けとしてドリンクのサービスも致します
※wifi設置済み、中野の各種情報も入手可能
※各種不動産情報の入手のお手伝いご相談お受けします

04  フラワーショップ高野
（生花販売）

中野区新井1-8-8　☎03-3385-2969
3,000円以上の商品お買い上げの方
10%OFF(花キューピット、フラワー
ギフト券除く)

07  OCTOPUSARMY
中野店（衣料品）

中野区中野5-56-6　☎03-3387-2001
5,250円(税 込)以 上 お 買 い 上 げ で
10%OFF

03  中野サンプラザ
（レストラン、宴会場）

中野区中野4-1-1　☎03-3388-1166
［20Fレストラン］ディナータイムの
み(17:00 ～ 22:00 ※LO 21:30)飲 食
代金の10%割引、ただし個室プラン
は割引適用外

［宴会場］総額の3%割引、ただし外
注品は割引適用外

01  I WANNA GO HOME 
CONCENT（美容室）

中野区新井1-23-23小林マンション1F 
☎03-5318-9400
美容技術料金より10%OFF

05  バーンヤティカー
（タイ料理）

中野区中野5-52-2　☎03-5318-2066
17:00 ～ 19:00の来店で生ビール、
ソフトドリンク1杯サービス(ウェ
ルカムドリンク)

02  ヘアースタジオ
ヒラソル（美容室）

中野区新井1-15-12サニービル1F 
☎03-3386-2071
すべてのメニュー 20%OFF

トラットリア
ノリータ

中野三宝庵

墨花居

08  函館らーめん大門
（ラーメン）

中野区中野5-64-8　☎03-5318-3471
ラーメンをご注文のお客様にトッ
ピング1つサービス(詳しくは、店員
まで)

食べる

買う

見る遊ぶ

理容美容

01

02

04

05

06

07

08

03
14

オープンカレッジ友の店のご紹介
中野校編

前号でもご紹介しましたオープンカレッジ会員特典のひとつ「オープンカレッジ友の店」。
今号では中野校周辺の「オープンカレッジ友の店」をご紹介いたします。
早稲田大学エクステンションセンター各校の近隣にある商店街のご協力により、
店舗ごとに設定されている各種サービスを受けることができます。
サービスをご利用の際は、各店舗にてオープンカレッジ会員証をご提示ください。
通学途中でのお買いものやご飲食、ご学友との会合等の際にぜひご利用ください。設定ステッカー

オープンカレッジ友の店は、エクステンションセンターホームページでもご紹介しています。http://ex-waseda.jp/
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中村医院

浅香歯科

環
七
通
り

野方駅

西武新宿線 出入口 2

ミスパリダイエットセンター
（エステティック）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階 
☎03-5342-2902
体験代5,000円(税抜)のところ、無料
(カウンセリング、無料体験)

ダンディハウス 
（エステティック）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階 
☎03-5342-2902
体験代5,000円(税抜)のところ、無料
(カウンセリング、無料体験)

エステサロンさくら 
（エステティック）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階 
☎03-5342-2888
純金フェイシャルリンパマッサージ(60分)通常価
格14,950円(税抜)→8,000円(税抜)

TAYA美容室（美容室）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階
☎03-5341-3860
新規限定お試し価格

［カット+パーマー or カット＋カラー］
7,560円（税込）　［カット+パーマ+ト
リートメント or カット+カラー +ト
リートメント］9,720円（税込）

ボディファクトリー 
（リラクゼーション）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階 
☎03-3384-5500
初 め て の 方 全 コ ー ス15%OFF（ オ プ
ション除く）

エースコンタクト 
（コンタクトレンズ）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階 
☎03-5342-2666
コンタクトレンズ全品店頭価格より
5%OFF（他の割引券サービスとは併用
不可）

プロケアアイラッシュ（まつげ美容）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階　☎03-5342-2033
初来店のお客様　［トライアルエクステ両目60本］5,000円（税抜）　［エクステメニュー］20%OFF
※トライアルエクステとの併用不可、その他サービスとの併用不可。

ビューティーフェイス（シェービング・フェイシャルケアサロン）

中野区中野3-34-28 中野マルイ6階　☎03-3383-9076
［ご新規限定おすすめメニュー］3,456円(税込)　クレンジング・ナノクリーム・スチーム・顔そり・
眉カット・お仕上げ。当店一番人気の美容液たっぷりのナノクリーム付シェービング。保湿と美
白抜群のケアをお試しくださいませ。　※1,080円で眉カットお付けします！

墨花居（ぼっかきょ） 
（中華料理）

中野区中野3-34-28 中野マルイ5階
☎03-5342-2080
10%OFF

12  リカーショップ
ジョーホ（酒販店）

中野区野方1-43-2　☎03-3386-4451
ワイン、清酒、焼酎、5%割引サー
ビス。冷えたビール、ソフトドリ
ンク等即時配達致します(宴会、会
合にご利用ください) 11  御菓子司 梅むら（和菓子）

中野区野方1-42-18 
☎03-3385-1174
全商品5%OFF

10  なかの中華！ Sai
（中華料理）

中野区野方1-6-1　☎03-6454-0925
お食事利用の方、500円以下のドリ
ンク1杯サービス

13  あじ星（定食、居酒屋）

中野区野方1-36-10 
☎03-3319-9966
会員を含む5名以上の来店で「二階
堂」(900ml)を進呈

ミスパリ
ダイエット
センター／
ダンディハウス

エース
コンタクト

ビューティー
フェイス

TAYA美容室

プロケアアイラッシュ

ボディファクトリー

エステサロンさくら

09  田舎菜館（中華料理）

中野区野方6-3-4　☎03-3336-2039
ランチ(定食、バイキング)50円割引。
夜ドリンク1杯サービス

10
12

11

13

14  マドリード
中野区中野4-10-2 
中野セントラルパークサウス1F 
☎03-3389-0070
ランチ、ディナータイム
1ドリンクサービス(生ビール、サン
グリア、ハウスワイン赤白、ソフ
トドリンク)
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〝
問
い
か
け
〟の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
、
真
の
リ
ア
ル
を
追
求

「
私
は
講
義
が
嫌
い
な
の
で
す
」。
そ
う
言
っ
て

笑
顔
を
見
せ
る
重
村
先
生
。
そ
の
原
点
は
、
以

前
米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
研
究
員
と
し

て
派
遣
さ
れ
た
と
き
に
見
た
講
義
だ
っ
た
と
語

り
ま
す
。「
私
が
大
学
生
の
と
き
は
、
1
教
室
に

5
0
0
人
以
上
の
生
徒
が
学
ぶ
時
代
で
、
4
年
間

で
1
度
も
教
授
と
会
話
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
同

級
生
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
は
、
教

授
が
生
徒
に
た
く
さ
ん
質
問
し
、
生
徒
が
そ
れ
に

回
答
し
て
い
く
ス
タ
イ
ル
。
授
業
が
と
て
も
お
も

し
ろ
い
と
思
い
ま
し
た
」。
重
村
先
生
は
、
そ
の

ス
タ
イ
ル
を
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
実

践
さ
れ
て
い
ま
す
。「〝
講
義
は
し
な
い
〟と
授
業

の
最
初
に
宣
言
し
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
な
る
べ
く

多
く
の
人
に
質
問
し
ま
す
。
誰
か
の
考
え
を
あ
た

か
も
自
分
の
考
え
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

〝
自
分
で
考
え
て
判
断
す
る
〟こ
と
が
大
切
。
真
の

教
養
と
は
、判
断
力
を
養
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ど
ん
な
基
礎
的
な
こ
と
で
も
恥
ず
か

し
が
ら
ず
質
問
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

そ
の
視
点
で
進
め
ら
れ
る
重
村
先
生
の
専
門

は
、
国
際
政
治
学
で
す
。
国
際
政
治
を
理
解
す
る

に
は
、
特
に
古
典
を
読
む
こ
と
が
重
要
だ
と
か
。

「
国
際
政
治
学
は
、
戦
争
や
紛
争
の
原
因
究
明
が

目
的
の
ひ
と
つ
。
そ
の
原
因
が
わ
か
れ
ば
、
次
は

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
な
く
て
済
み
ま
す
。
い
わ

ば
、
そ
こ
か
ら
危
機
管
理
能
力
を
培
う
の
が
国
際

政
治
学
の
役
割
な
の
で
す
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ

の
国
の
古
典
の
教
え
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
」。

諸
国
が
た
ど
っ
た
足
跡
を
、
よ
り
リ
ア
ル
な
情

報
を
肉
付
け
し
て
重
村
先
生
は
語
り
続
け
て
い
ま

す
。
特
に
、
韓
国
と
北
朝
鮮
の
統
一
問
題
に
つ
い

て
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
ソ
ウ
ル
特
派
員

だ
っ
た
経
験
を
活
か
し
、
メ
デ
ィ
ア
に
露
出
し
な

い
裏
話
を
披
露
。「
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
一
方
通
行

な
報
道
に
惑
わ
さ
れ
な
い
で
ほ
し
い
で
す
。〝
反

日
、
反
日
〟っ
て
よ
く
聞
く
け
ど
、
実
際
に〝
反

日（
と
い
う
モ
ノ
の
形
）〟っ
て
見
た
こ
と
な
い
で

し
ょ
」と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
口
調
。
報
道
を
題
材
に

し
た
授
業
で
は
な
く
、
自
ら
の
知
人
を
韓
国
か
ら

呼
び
寄
せ
た
り
体
験
談
を
語
る
こ
と
で〝
現
実
〟を

理
解
し
て
も
ら
う
…
…
重
村
先
生
の
リ
ア
リ
テ
ィ

あ
ふ
れ
る
話
し
に
惹
き
付
け
ら
れ
、
何
年
に
も

渡
っ
て
継
続
的
に
講
座
を
受
講
し
て
い
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
度
か
ら
は
開
講
日
数
が
増
え
、
ま
す
ま
す

精
力
的
な
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
る
重
村
先
生
。

「
引
き
続
き
、
報
道
に
惑
わ
さ
れ
な
い
方
法
を
お

話
し
し
て
い
こ
う
か
と
。
自
ら
物
事
を
判
断
し
て

理
解
し
て
も
ら
う
、
真
の
教
養
を
身
に
着
け
る
お

手
伝
い
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

開拓
ちのかいたく

える人教
重
村 

智
計
先
生

担当講座
「韓国・北朝鮮を読む」 

（
し
げ
む
ら
と
し
み
つ
）

早
稲
田
大
学
国
際
教
養
学
部
教
授
。
1
9
4
5
年
生
ま
れ
。

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
。
専
門
は
国
際
政
治
学
。

毎
日
新
聞
記
者
を
経
て
、
2
0
0
4
年
よ
り
現
職
。
著
書

は
、『
外
交
敗
北
』（
講
談
社
）、『
金
正
日
の
正
体
』（
講
談

社
現
代
新
書
）、『
激
動
!! 

北
朝
鮮
・
韓
国
そ
し
て
日
本
』（
実

業
之
日
本
社
）な
ど
。

重村先生の 学びの提言

著書紹介
『外交敗北』重村智計 著（講談社）
小泉訪朝の裏側を書いている。拉致問題がなぜ解
決しないのか理解できる（絶版につき、古書店な
どで入手してください）。

おすすめ図書～私の本棚から～
『帝国の慰安婦』朴 裕河 著（朝日新聞出版）
慰安婦問題の虚構を明らかにした。事実の冷静な
見方を教える。韓国で激しい批判を受けている著
者を支援する意味でも購入してほしい。
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よ
り
想
い
が
深
く
な
っ
た「
統
一
問
題
で
私
に
で
き
る
こ
と
」

も
と
も
と
韓
国
に
興
味
が
あ
り
、
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
韓
国
語
講
座
を
受
講
し
て
い

た
小
林
さ
ん
。「
も
っ
と
語
学
を
身
に
着
け
た
い
か

ら
」と
、
今
ま
で
韓
国
を
訪
れ
た
回
数
は
実
に
30
回

以
上
。
そ
の
都
度
、
持
ち
前
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を

発
揮
し
現
地
で
の
人
脈
も
広
げ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
小
林
さ
ん
が
、
韓
国
と
深
淵
な
関
係
の
北
朝

鮮
に
関
心
を
持
つ
の
は
、
自
然
な
成
り
行
き
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。「
メ
デ
ィ
ア
で
流
れ
る
報

道
を
見
て
、
韓
国
と
北
朝
鮮
の
統
一
問
題
に
つ
い

て
学
び
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
統
一

の
た
め
に
貢
献
で
き
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
」。

さ
っ
そ
く
調
べ
た
と
こ
ろ
重
村
先
生
の
講
座
を
知

り
、
受
講
を
決
め
ま
し
た
。

積
極
的
で
明
る
い
小
林
さ
ん
。
授
業
は
常
に
最

前
列
の
席
を
確
保
し
、
で
き
る
限
り
韓
国
語
で
重

村
先
生
に
話
し
か
け
る
こ
と
が
目
標
。
向
学
心
の

高
い
受
講
生
に
囲
ま
れ
、
と
て
も
楽
し
く
学
ん
で

い
る
と
い
い
ま
す
。「
重
村
先
生
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
と
し
て
ソ
ウ
ル
特
派
員
も
務
め
ら
れ
、
現
地

の
知
識
が
豊
富
。メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
な
い
様
々

な
裏
側
の
情
報
を
お
話
し
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、

と
て
も
興
味
深
く
勉
強
に
な
り
ま
す
」。
特
に
、
開

城
工
業
団
地（
南
北
経
済
協
力
事
業
の
ひ
と
つ
と
さ

れ
、
韓
国
と
北
朝
鮮
が
協
働
で
運
用
）で
働
く
女
性

た
ち
の
話
し
は
、
北
朝
鮮
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
、驚
く
と
と
も
に
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
重
村
先
生
な
ら
で
は
の
授
業
の
進
め
方

に
刺
激
を
受
け
て
い
る
と
も
。「
講
義
と
い
う
よ
り
、

私
た
ち
に
質
問
を
投
げ
か
け
て
い
た
だ
く
の
で
す
。

予
備
知
識
が
な
い
と
、
と
て
も
質
問
で
き
ま
せ
ん
。

事
前
に
配
布
さ
れ
る
資
料
を
も
と
に
、
一
生
懸
命

勉
強
し
よ
う
と
思
い
ま
す
ね
」と
、
身
を
引
き
締
め

る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

重
村
先
生
の
講
座
を
受
講
し
続
け
て
4
年
。
今

後
の
目
標
は
？「
と
に
か
く
韓
国
語
を
上
達
し
て
、

何
か
の
と
き
に
少
し
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

奉
仕
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
と
同
じ
よ
う
な
考
え
の
日
本
人
は
、
他
に
も

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
早
く
両
国
が
ひ
と

つ
の
国
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
学
べ
る
こ
と

に
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま

す
。
知
識
も
友

達
も
増
え
て
、

第
2
の
青
春
を

送
っ
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す

ね
」。

▲小林さんの語学力アップの教材は韓国
の絵本。語学力と同時に文化や風習も分
かりやすく学べたようです。

▶訪韓時に撮影した
朝鮮王朝の正宮
景福宮（キョンボックン）

の知

ぶ人学

小
林 

和
子
さ
ん

受講講座
「韓国・北朝鮮を読む」
「日本の近代・現代」
「ここまでわかった日本古代史」

小林さんの 学びの履歴書

受講科目（★は重村先生の講座）
2013年 「日本の中世－源平の内乱から戦国時代まで－」
2014年 「韓国、北朝鮮を読む」★
 「日本の近世」
2015年 「韓国・北朝鮮を読む」★
 「日本の近代・現代」
 「 ここまでわかった

日本古代史」
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八
丁
堀
校 

3
0
8
教
室
編

八
丁
堀
校
3
0
8
教
室
に
は
電
子
ピ
ア

ノ
等
の
音
楽
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
教
室
を
利
用
し
て
、
ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ

シ
ッ
ク
等
、
音
楽
に
関
連
し
た
内
容
の
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
当
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
ご
受
講
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

今
回
は
、
早
稲
田
校「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
写
真
撮
影

術
」（
塩
澤
秀
樹
先
生
）、
中

野
校「
た
の
し
い
絵
手
紙
」

（
小
川
豊
子
先
生
）講
座
を
受

講
さ
れ
た
方
々
の
作
品
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

▲308教室の全景。ピアノとの距離が近く、講師が行う演奏では迫力のあ
る“音”を体感することができます。

▲新しくなった電子ピアノ。美
しい音色は受講生にも好評です。

▶
八
丁
堀
校
は
、
中
央
区
京
華
ス
ク
エ
ア（
旧
京
華
小
学
校
）

の
３
階
部
分
を
活
用
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
セ
モ
リ

ギ
ャ
ラ
リ
ー

受
講
生
の
作
品
を
ご
紹
介

「
楽
し
い
絵
手
紙
」（
中
野
校
）

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
写
真
撮
影
術
」（
早
稲
田
校
）

「
お
に
い
ち
ゃ
ん
は
ワ
セ
ダ
、

�

わ
た
し
は
ノ
ー
サ
イ
ド
」

三
浦 

幸
男
さ
ん（
2
0
1
5
年
入
会
）

「
秋
の
果
物
」

松
原 

有
作
さ
ん（
2
0
1
4
年
入
会
）

「
残
暑
」

宮
﨑 

幸
二
さ
ん（
2
0
1
4
年
入
会
）

「
季
節
の
花
と
愛
犬
」

横
川 

操
さ
ん（
2
0
1
5
年
入
会
）

エクステンション
センター
八丁堀校

東西線茅場町駅

線
状
環
心
都
速
高
都
首

線
谷
比
日

八丁堀駅

京葉線



修了メッセージ

紺碧賞メッセージ

紺碧賞メッセージ
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単
位オ

ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座
に
は
独
自
の
単
位
が
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。（
90
分
授
業
×
5
回
＝
7・5
時
間
で
1
単
位
）講
座
で
は
、
講
師
に

よ
る
点
呼
ま
た
は
出
席
カ
ー
ド
に
よ
り
出
欠
を
確
認
し
ま
す
。
全
授
業
回

数
の
2
／
3
以
上
の
出
席
を
も
っ
て
所
定
の
単
位
取
得
と
な
り
ま
す
。（
ビ

ジ
タ
ー
の
方
を
除
く
。）

目
指
せ
！　

修
了
生

76
単
位
を
取
得
さ
れ
る
と
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
修
了
と
な
り
、
次
年
度

の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
開
講
式
に
て「
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
修
了
証
」を
授

与
し
ま
す
。
修
了
後
は
終
身
会
員
と
な
り
、
以
後
の
会
員
更
新
料
が
不
要

と
な
る
他
、
早
稲
田
大
学
の「
推
薦
校
友
」と
な
る
道
が
開
か
れ
ま
す
。
ま

た
、
修
了
生
の
親
睦
組
織「
稲
修
会
」に
も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

推
薦
校
友
と
は

早
稲
田
大
学
の
卒
業
生・教
職
員・推
薦
校
友・早
稲
田
大
学
名
誉
博
士

は「
校
友
」と
呼
ば
れ
ま
す
。
推
薦
校
友
は
、
人
格
、
識
見
そ
の
他
早
稲
田

大
学
校
友
と
し
て
推
薦
す
る
に
足
る
人
物
で
、
早
稲
田
大
学
の
同
窓
会
組

織「
早
稲
田
大
学
校
友
会
」に
承
認
さ
れ
た
方
を
指
し
ま
す
。「
早
稲
田
大

学
校
友
会
」の
正
会
員
と
な
り
ま
す
。

憧
れ
の
紺
碧
賞

さ
ら
に
取
得
単
位
が
1
5
0
単
位
と
な
り
ま
す
と「
紺
碧
賞
」を
授
与
し

ま
す
。
紺
碧
賞
は
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
最
高
峰
で
す
！

単
位

修
了

紺
碧
賞

ご
案
内

の

　

こ
の
年
に
な
っ
て
も
、
教
わ
っ
て

初
め
て
知
る
こ
と
が
こ
れ
ほ
ど
あ
る

と
は
自
分
で
も
驚
き
で
し
た
。

　

た
と
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
に
移
民
が

多
い
理
由
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
ま

で
遡
る
こ
と
。
釈
迦
如
来
像
の
坐
り
方
を
結
跏
趺
坐（
け
っ
か
ふ

ざ
）と
称
す
る
こ
と
。
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ

留
学
し
た
い
わ
ゆ
る「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」が
ど
れ
ほ
ど
猛
烈
に
勉

強
し
て
当
地
の
人
々
を
感
心
さ
せ
た
か
、
な
ど
。

　

疲
れ
に
く
い
椅
子
の
座
り
方
や
、
首
肩
の
凝
り
を
瞬
間
で
ラ

ク
に
す
る
手
の
ツ
ボ
も
教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
能
面
を
着
け

て
摺
り
足
で
歩
く
と
い
う
、
ふ
つ
う
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
体

験
も
し
ま
し
た
。

　

約
40
年
ぶ
り
の
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
建
物
が
建
て
替
わ
り
、

新
し
い
棟
内
を
巡
る
だ
け
で
も
わ
く
わ
く
し
た
の
で
す
が
、
こ

う
し
て
知
的
好
奇
心
を
刺
激
さ
れ
続
け
た
の
で
、
通
学
す
る
の

が
日
々
楽
し
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

講
義
時
間
中
、
こ
れ
ほ
ど
ノ
ー
ト
を
と
っ
た
記
憶
は
学
生
の

頃
も
あ
り
ま
せ
ん
。
お
か
げ
で
中
指
に
、
何
十
年
ぶ
り
か
の
ペ

ン
だ
こ
が
で
き
ま
し
た
。

　

若
冲
の
事
が
知
り
た
く
て
検
索
し
て
い
た
ら
、
た
ま
た
ま
早

稲
田
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
講
座
が
ヒ
ッ
ト
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
、
今
も
、
ず
る
ず
る
？　

だ
ら
だ
ら
？　

と《
講

座
サ
ー
フ
ィ
ン
》が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の
講
義
が
若
冲
は

も
ち
ろ
ん
中
国
の
年
画
・
水
墨
画
や
吉
祥
文
様
に
つ
い
て
の
説
明

が
お
も
し
ろ
く
、
初
め
て
中
国
美
術
に
興
味
を
持
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
中
国
の
文
様
・
墓
葬
美
術
・
仏
教
・
や
き
も
の
な

ど
関
連
す
る
講
座
を
受
講
し
、
知
識
が
つ
な
が
る
喜
び
を
知
る

と
、
さ
ら
に
興
味
の
対
象
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若

冲
が
暮
ら
し
た
京
都
を
知
ろ
う
と
、
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
受
講

す
る
と
そ
こ
に
描
か
れ
た
神
社
仏
閣
を
全
部
見
て
歩
き
た
く
な

り
、
何
度
も
京
都
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
近
世
・
中

世
の
歴
史
、
和
歌
・
か
な
古
筆
・
古
文
書
や
古
建
築
へ
と
興
味
が

広
が
る
の
で
す
。

　

も
っ
と
し
っ
か
り
理
解
を
深
め
な
く
て
は
と
大
い
に
反
省
し

つ
つ
も
、
こ
の《
遊
び
》は
当
分
や
め
ら
れ
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

人
生
の
新
た
な
自
立
の
時
代
を
迎

え
た
2
0
0
4
年
、
自
己
実
現
に
向

け
て「
一
神
教
の
世
界
を
垣
間
見
る
」

を
受
講
し
ま
し
た
。
小
山
宙
丸
先
生

を
は
じ
め
諸
先
生
方
の
充
実
し
た
講

義
に
よ
り
難
解
な
宗
教
と
い
わ
れ
る
ユ
ダ
ヤ
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
教

へ
の
理
解
を
深
め
、
世
界
の
歴
史
・
国
際
情
勢
を
新
た
な
視
点
で

見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
学
生
時
代
以
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
哲
学
に
取
り
組
み
、

村
上
恭
一
先
生「
哲
学
へ
の
道
」及
び
矢
内
義
顯
先
生「
哲
学
の
す

す
め
」の
講
義
を
中
核
に
据
え
、
プ
ラ
ト
ン
・
デ
カ
ル
ト
・
ヘ
ー
ゲ

ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
・
西
田
幾
多
郎
な
ど
の
講
義
を
併
せ
て
受
講
す

る
こ
と
で
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
始
ま
る
哲
学
全
体
に
つ
い
て
幅

広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
長
い
年
月
に
わ
た
り
熱
意
を
籠
め
て
講
義
下
さ

い
ま
し
た
先
生
方
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
自
ら
の
課
題
と
し
て
カ
ン
ト
哲
学
の
探
究
を
続
け

『
純
粋
理
性
批
判
』ほ
か
カ
ン
ト
哲
学
著
書
を
読
み
進
め
ま
し
た
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
学
び
を
自
身
の
人
生
や
眼
前
に
存
在
す
る
諸

問
題
の
考
察
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
何
十
年
ぶ
り
か
の
ペ
ン
だ
こ
」

�

長
谷
川 

実
さ
ん（
2
0
1
3
年
入
会
）

「
若
冲
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
」

�

原
田 

和
枝
さ
ん（
2
0
0
7
年
入
会
）

「
人
生
経
験
を
重
ね 

今
、
哲
学
を
学
ぶ
」

�

飯
田 

義
明
さ
ん（
2
0
0
4
年
入
会
）
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Information

講座の発表会が開催されました
2015年11月14日に、早稲田校「Death Education」（大槻宏樹

先生）の発表会が開催されました。当日はほぼ満席となり、
来場された方々は発表者のお話を熱心に聞かれていました。

2016 年度より、テキストは 
自己手配になります

2016年度より、テキスト販売所は開設いたしません。お
申込み者数が少ない場合、講座は開講いたしませんので
講座の開講が確定してから書店等でお買い求めください。

悪天候だけど、今日の講義はあるのかな…？ 
Web サイトで各種お知らせを発信しています

エクステンションセンターのホームページでは、休講・補
講情報を始め、イベントのご案内など、各種お知らせを
発信しています。ぜひご利用ください。

 http://www.ex-waseda.jp/ 

Facebook にて情報を発信しています

オープンカレッジに関する耳寄りな情報、講師や大学に
関わるイベントの情報など、随時更新しております。た
くさんの「いいね！」お待ちしています。

 https://www.facebook.com/WasedaU.OPENCOLLEGE 

ビジター受講された皆様へ 
～オープンカレッジ会員になりませんか！～

ビジター受講された方には入会金を減免（8,000円から
6,000円）いたします。会員の方には、講座の会員先行受
付期間のご用意や割安な会員料金の適用、単位認定など、
様々な特典をご用意しています。

フレンドシップ制度について

会員の方より新規の方をご紹介いただくと、ご紹介者に
は図書カード（1,000円相当）を進呈、新規入会者の方には
入会金を減免（8,000円から6,000円）いたします。

会員更新グッズが新しくなります

2016年度より、会員資格の更新手続きをしていただいた方
へ差し上げる更新グッズが新しくなります。機能性抜群の
おしゃれなロゴ入りエコバッグです。ご期待ください！

別館事務所の本館事務所への統合について

2016年度より、別館事務所は本館事務所に統合いたしま
す。欠席時の資料受け取り等は全て本館事務所にてお取
扱いいたします。


